
2017年事業計画 

 

全体 従来の活動に加えて4月にチャリティー絵画展、10月にAPDFを東京で開催す

る。また、2020年に向けて中期計画の策定+実施に取り掛かる。 

 

認定NPO   

  総会後、再度申請を出す。実地審査、認定になった暁には遺贈、寄付、 

 応援者の獲得。 

   

 寄付  

  DXパートナーズ、DXセミナー、大口、 

  チャリティーイベント、10月のイベント、年末に募集 

 

広報、啓発    

 チラシ、ネットラジオ 

   ニュースレター、メルマガ、ラジオ 

 フェースブック、ブログ 

 パンフレット類の作成 

 

 DXセミナー  

    実施月  1,4,5,7,9,11,12  

  4か月に一回テーマを決めてフォローアップ（年間計画策定） 

 

 DX会    

  実施月 夜1,3,5,7,9,11（後半WS, DX本をもとに） 

   昼2,4,6,8,10,12 

 

APDFS   

 2020年の世界ディスレクシアフォーラムに向けて小規模でも毎年開催 する。 

 10月21日、22日規模を縮小（500万程度）東京にて 

 日本財団、国際交流基金に助成金申請済み 計250万 

  国内のディスレクシア関係団体の連携 

  海外からの招聘は最低限にする、ビデオなどで各地域の活動を紹介 

  講演、ワークショップ、役立ちテクの紹介など 

  助成金などの動きを見ながら場所と規模の選定をする 

 

LSA   

 入門300名、本コース東京40名、地方計120名目標 

 星槎大学エクステンションセンターの資格認定講座の一部 

 フォローアップ講座の充実、LSA同窓会の組織 

    

BEAM   

 教育委員会単位で使用。エッジでは個人のみに対応。文科省から委託の 予定（400

万円） 



 

Coursera コース   

  日本財団助成金申請済み（800万円） 

 日本語のコンテンツ作成に着手 

 2016年度作成分については運営を開始、 

 オフサイトでDXA（ディスレクシアのアセスメントができる人材育成コ ースを構

築） 

 

K&T   

 英語のジョリーフォニックスのセッションを山下桂世子先生により開催 

 ディスレクシアの児童生徒が英語を楽に楽しく学べている 

 4月、8月、12月予定 生徒10名、大人25名(当事者) 

 5月、6月、7月、9月、10月、11月に丸山敦子と藤堂亜美で講 座 

 

 ショップ ハートふぇるとプロダクツ、本などを販売 

   アマゾンのアフィリエイト 

 

 ☆出版記念シンポジウム 

  「ディスレクシアでも活躍できる～読み書きが困難な人の働き方」ディ 

 スレクシアシンポジウム 

  2月26日（日）PM13：00から17：00 

 

 ☆チャリティー絵画展  

  会場：銀座セントラルミュジアム 

  4月25日から30日 招待状を4000枚配布、会場費、絵画、販売ス 

 タッフなどは無料。会期中の飲料無料、パーティーを開催した場合の飲 

 料は無料、音楽家8万円まで補助。売り上げの20％をエッジに配分。 

  売り上げ1000万円に満たない場合は 


